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12. SDGsへの取り組み

ニッコー・ファインメック株式会社は国連によって採択された「持続可

能な2030年までの開発目標SDGs」に賛同し、環境方針で定める行動指針

に則り、特に次の3項目において重点的に取り組むことを宣言します。

処理部門については、電力消費の大きな2基の破砕

機の処理品目の組み合わせを調整する事で電力の

平準化を達成した他、作業効率改善によりCO2排出

量を削減し、原単位を改善する事ができました。

運搬部門については、通常の往復路に新たな回収

ポイントを設け、空車走行を削減することで運搬

効率が向上しましたが、一部の長距離便の帰り荷

を確保できなかったことで運搬効率が悪化。目標

達成とはなりませんでした。

前年度と事故件数は変わらず、目標の0件には至りませんでした。内容は接触事

故、物損事故でした。対策としても、全体朝礼で事故の報告、注意喚起、乗務する際

の心構えを周知することで気を引き締めています。また、訓練を定期的に行い、客

先ごとの危険個所を共有し、事故の未然防止に務めています。

SDGsにおいて重点的に取り組む目標
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処理量1tあたりのCO2排出量の削減、

作業効率の改善

収集運搬事故ゼロ

生産管理部
運搬量1tあたりのCO2排出量の削減、

運搬効率の向上

営業管理部

環境リサイクル部
二酸化炭素削減

（排出原単位削減）

収集運搬事故ゼロ

2024年：4件
2023年：4件

自社排出量の80%以上をリサイクル可能な処分場へ搬入を推進しております。

2024年度は約96%と前年より1%再資源化率が低下しましたが、再資源化量として

は前年比で282t増加しています。

前年度以上の再資源化

適正処理・リサイクル推進

2024年：96％
2023年：97％

今年度も、地球温暖化問題を中心にSDGsに関する勉強会を行いました。また、同業

者の法令違反による許可取り消しの事例をもとに勉強会を行い、法令違反をする

ことのリスクについて社員全員で共有する事ができました。

環境教育を年に3回以上実施する

環境教育年3回以上

2024年：3回
2022：3回

社員が毎月行う環境美化の取り組みとして、会社敷地内の整備や草刈り、側溝清

掃などの美化活動を毎月行いました。また今年度もアドプト活動として、近隣公

園の草刈りを実施したほか、地元老人クラブと合同でガードレール清掃、社員の

健康増進も兼ねたゴミ拾いウォークラリーも実施しています。

美化活動とアドプト活動

地域の自然と環境維持活動

2024年：16回
2023年：16回

前年度よりも220Kg削減することができました。大部分の社内届け出を電子化し

たほか、社内共有文章も社内チャットでやり取りする等、ペーパーレス化を推進

しています。

コピー用紙購入量の削減

省資源への取り組み

2024年：729kg
2023年：949kg

処理部門 排出原単位
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環境・地球 䏆䏅世紀の創造企業

〒䏄䏆䏍-䏅䏅䏅䏅 岩手県一関市千厩町奥玉字天ケ森䏋䏉-䏊

（通話料無料）䏄䏅䏍䏅-䏉䏊-䏆䏊䏄䏅 䏄䏌䏄䏄-䏌䏄䏄-䏆䏊䏄䏈
https://www.nikkofm.co.jp/䏄䏅䏍䏅-䏉䏊-䏆䏊䏅䏍

約 䏈䏉 分 
約 䏈䏄 分 


